
町田ボランティア連絡協議会とは？
“略称：ボラ連協”

＊

町田ボランティアセンター（略称：ボラセン）との連携のもと、町田

市及びその近郊で活動しているボランティアグループや個人ボラン

ティアが集まり、お互いの交流を通して情報交換や講演会・研修会を

行い、またネットワークの輪を広げて、会員相互の親睦と活動の活性

化を図っている任意団体です。

＊

会員相互の交流と会の円滑な運営を図るために、活動分野に即して次

の 7つの部門に分類し、会員はいずれかに所属します。

1．高齢者の方への活動 2．障がい児(者)への支援

3．国際交流 4.教育・環境・文化 5．子ども・青少年

6．芸能 7.生活

年会費 団体 2000 円 個人 500 円（入会金はありません）

町田ボランティア連絡協議会(ボラ連協)の沿革

1974 年(昭和 49 年)ボラ連協の前身「町田ボランティアの会」発足

（6団体 58 名）

1987 年(昭和 62 年)町田ボランティア連絡会へ発展

(28 団体約 1400 名)

1996 年(平成 8年)町田ボランティア連絡協議会(ボラ連協)へ発展

2005 年(平成 17 年)町田ボランティア 30 年、ボラ連協 10 周年記念行

事を開催

2016 年(平成 28 年)ボラ連協 20 周年記念式典を開催

(39 団体約 2600 名)

2021 年(令和 3年)10 月現在、20 団体(約 1400 名)・ 3 個人会員

ボラ連協の主な活動

代表者会 毎月第 2月曜日(14:30～16:00)に各団体の代表者が出席

し、ボラセンからの情報提供や各団体の情報交換などを行います。

会場は町田ボランティアセンター講習室(市民フォーラム 4階)

福祉バザー 毎年春(5 月)、秋(11 月)の 2 回、所属団体の親睦交流、

活動資金作りの場として行っています。会場は「ぽっぽ町田」

町田ボランティアセンターとの協力
町田ボランティアセンターとの連携を密にし、協力関係のもと活動を

行っています。

定期総会 毎年 6月に開催。年間の事業の報告・計画、会計報・予

算案などを審議、承認します。総会終了後に交流、親睦を兼ねて、特

別プログラム(演奏会など)も開催します。

まちカフェ！に出展 町田市民協働フェスティバル「まちカフェ！」

に実行委員として参画し、ボラ連協としても出展します。

広報誌の発行 広報誌「ボランティアの輪(略称：ボラの輪)」を年

4回発行し、所属団体の情報交換を図っています。

研修講演会 所属団体から講師を招いて、お互いの学びと交流を図

っています。2020 年 2 月には、「高齢者・障害者の財産をどう守るか！

今注目の“家族信託”を考える」講演会を開催しました。講師：田中

正彦氏（ライフアップ・かわせみ）。一般にも公開しました。

2022 年 2 月には、「手話を学ぶ」研修講演会を開催予定。一般にも公

開します。



2021年度ボラ連協　所属団体（20団体）/個人会員(3名)　活動内容一覧 　　　　　　

グループ名 主　な　活　動　内　容
高
齢
者
の
方
へ
の
活
動

市民サロングループ 施設から依頼の手作り品（衣料、バッグなど）製作

シートラスト 成年後見人制度の啓発、普及活動（公開講座など）

ライフアップ・かわせみ 財産管理、相続問題などの解決支援

はちのき会 福祉施設の行事などへの支援活動

障
が
い
者
へ
の
支
援

ＭＳユニークダンスの会 障がいがあるなしにかかわらず一緒にダンスを楽しむ

手話サークルまちだ 聴覚障がい者の社会参加に向けた啓発活動

NPO法人 町田ハンディキャブ友の会 車椅子利用者、視覚障がい者などの移動（運転）ボランティア

国
際 NPOアンデス文化交流 KASWA 国際交流フェスティバルへの参加

教
育
環
境
文
化

エコネット町田 河川の清掃活動など環境ボランティア活動

まちだ史考会 地域の歴史や文化の学習・調査。次世代に歴史、文化を伝承

市民のための歴史研究会 歴史を「なぜ起きたのか？」因果関係を探っていきます

子
ど
も
・
青
少
年

町田YMCA 歌声ひろば、子ども科学実験教室などの地域活動

町田おもちゃの図書館 三輪あいこう保育園ホールにておもちゃで遊ぶスペースを提供

探究フリースクール・マチラボ 困難な状況に置かれている子ども達に寄り添う活動

町田市生涯学習インストラクターの会 小学校の放課後の「子どもの居場所づくり」支援

町田YMCA 歌声ひろば、子ども科学実験教室などの地域活動

NPO法人　ゆどうふ ひきこもり、不登校など生きづらさを抱える若者の支援活動

芸
能

楽しく踊って若返る会 踊ることによって、心身ともに若返ることを目的とした活動

町田奇術協会 手品、マジックショーなどの演技披露

生
活 生活困窮者支援　りぼん 生活が困窮されている方への相談・支援活動

　８

　

伊藤幾夫
伊藤幾夫:




 

 

 

2021年 10月号(第 112号) 

 

コロナ禍の活動いかがでしょうか？ 

新型コロナの影響が未だに続いていますが、皆様いかがお過ごしでしょうか？ 

また、みなさんの所属する団体の活動はいかがでしょうか？ 

ボラ連協でもコロナの影響を受けて、今年度は 6 月の定期総会（書面で開催）が終了して

から 3 か月がたちますが、代表者会の開催は 7 月 12 日(月)の 1 回のみとなっています。 

（役員会はオンライン：Zoom で毎月開催していますが、代表者会については 6 月 21 日に

テスト的にオンライン会議（Zoom）を招集しましたが、役員以外の出席は 2 名でした。 

今後の対応をどうしたらよいか、現在、役員会で検討しております。） 

 

今年度の新しい動きをご報告させていただきます。 

新たに加盟団体が 3 団体増え、また個人会員が 1 名増えました。現在の登録数は団体が 

20 団体、個人会員 3 名となっています。（下表ゴシック体が新規団体・個人です） 

 

コロナの影響で、ボラ連協の本来の活動「会員相互の交流・情報交換・協力関係」が 

実践できているとは言えませんが、お互いに工夫しながら、相互に繋がりながら、 

助け合いながら、ボラ連協の活動を継続していきましょう。 

 

《加盟団体》 

１．市民サロングループ  ２．シートラスト ３．NPO法人ライフアップ・かわせみ  

４．はちのき会 ５．エコネット町田 ６．まちだ史考会 

７．まちだ生涯学習インストラクターの会  ８．MSユニークダンスの会 

９．手話サークルまちだ  10.  NPO法人町田ハンディキャップの会 

11．NPO法人アンデス文化交流 KASWA  12. 町田 YMCA 13．町田おもちゃの図書館  

14．探究フリースクール・マチラボ  15．NPO法人 ゆどうふ  

16．楽しく踊って若返る会    17．町田奇術協会 18. 地域ケアーを考える会 

19. 市民のための歴史研究会  20. 生活困窮者支援りぼん 

《個人会員》（敬称略）  

1．遠藤 竹二  2．奥主 俊彦  3．島峯紀子 

【お願い】会員相互の交流を深めるために広報誌“ボラの輪”を発行しています。 

加盟団体・個人会員のみなさんの「現在の声」を募集します。 

200字以内でお書きください。次号に掲載させていただきます。 

送り先：伊藤幾夫 メール  itoh@zc4.so-net.ne.jp  FAX 042-791-3007 

 

 

発行： 町田ボランティア連絡協議会 

（発行責任者：会長  伊藤 幾夫） 

 



2021年度（令和 3年度）役員紹介 

☆★☆★ご挨拶が遅くなりましたが、どうぞよろしくお願いいたします。★☆★☆ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

監事：杉山 誠 

（エコネット町田） 

広報：田中佑季 

（手話サークルまちだ） 

 

総務：小田隆士 

（まちだ史考会） 

会計：田中いずみ 

（特定非営利活動法人ライフアップかわせみ） 

 

今年度も総務担当として、代表者会等の諸会議の議事録を作成しています。 

議事内容を会員の皆様に正確にお伝えできますよう努力するつもりです。 

所属団体は「まちだ史考会」で、郷土の歴史を学ぶ活動を通して、地域の発展に

微力ながら貢献していきたいと思っています。 

 

昨年度に引き続き、会計を担当しています。よろしくお願いいたします。 

◆所属団体の近況報告◆ 

「できることから始める」を合言葉にライフアップ・かわせみもようやく講演会・

無料相談等活動再開に向けて準備を進めています。「電話による無料法務相談」

は鶴川地区協議会の LINE広告でもお知らせ中です。お気軽にご連絡いただければ

幸いです。 

 

with  コロナ、皆さん戦わずして克服出来ましたか。今年は私、ボラ連協の監事

を拝命致し、総務以上に緊張しています。コロナウイルス禍により、ボランティ

アのあらゆるイベントが中止となり、予算も決算も空前の算定となりました。 

まず節約、何が必要か厳選して一年を乗り切りたいと思います。 

今年度、広報担当となりました。まだまだ力不足ですが、先輩役員の皆様のお力

も借りて、お任せいただいた仕事をきちんとやり遂げられるよう精一杯努めます。

コロナ禍でサークル活動もなかなかままなりませんが、他の団体の状況など参考

にしながら、今後も頑張っていきたいと思います。まずは 1 年間どうぞよろしく

お願いいたします。 

会長：伊藤幾夫 

（町田ＹＭＣＡ） 

 

この度、会長留任を致しました。コロナの影響がずっと続いています。ボラ連協

でも“コロナ下の活動をどう取り組んでいったらよいのか”をずっと模索してき

ました。「新しいカタチ」の一つとしてオンライン（Zoom）の活用を始めました。

まずは役員会からということで取り入れています。最初は戸惑いもありましたが、

回を重ねるごとに慣れてきました。代表者会にも取り入れたいと 6 月に試行しま

したが、出席者が少数だったため、今後の検討課題としています。今年度新たに 

3団体、1個人会員の入会がありました。今年度もよろしくお願いします。 

副会長：大村新吾 

（総務兼務） 

（はちのき会） 

 

この度、副会長・総務担当として町田ボラ連協のお手伝いすることになりました。

ボラ連協のために、どの位お役に立てるか判りませんが、加入団体の活動内容は

多岐に渡りますが、各団体の代表の方々とボランティアセンターの皆様のご意見

を伺いながら、皆様の連携のお役に立てればと思っています。 

コロナ禍ではありますが”明るく 楽しく 元気で”活動出来ればと思います。 

よろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規加盟団体および個人会員のご紹介（団体名の 50音順） 

島峯紀子さん 

 

この度「ボラ連協」のお仲間に入れて頂きました島峯紀子です。「お久しぶりで

す」となつかしいお顔にお逢いでき、大変嬉しく思います。以前、団体会員とし

て加入しておりましたが諸事情により、昨年退会致しましたが、ここに再び個人

会員として出戻って参りました。どうぞよろしくお願い致します。 

代表：興田 茂さん 

地域ケアを考える会 

し、コロナ禍が縮小していけば活動もやりやすくなると思われます。ボランテイア連絡協議会に

も加入できましたので、他のグループの方との新たな活動が期待されます。よろしくお願いいた

します。 

地域ケアを考える会は、2020年 1月に発足しました。市主催の学習

会が終了した後に、13名くらいの有志が集まり自発的に始まりました。当初

は目標を決めずに色々なことにトライしてみようと考えていました。介護施

設の訪問、高齢者支援センター等の担当者の講話、勉強会などを実施しまし

た。種々な施設のパンフレットにより見聞を広め、介護や医療に関する資料

を作成して知識を深めることもできたように思われます。しかし、コロナ禍 

のために活動が制限をされたことは残念です。新しいメンバーも増えている 

代表：田中のり子さん 

生活困窮者支援りぼん 

ナウイルス感染症拡大による相談の増加を機に TENOHASIに再び戻り、町田での SOSも聞かれる

ようになったために町田でも活動を始めることになりました。 

小さな団体ですが、一つ一つを丁寧に相談対応してまいります。 

昨年の 7月末に活動を始めたばかりの新しい団体です。住所不定

の方や、生活困窮されている方への相談・支援活動を行っています。定期的

には、月に 4回ほどの夜回り・見守り活動、週に一度の街中でのアウトリー

チ活動、そしてメールや電話による相談は随時行っています。必要に応じて、

行政窓口における役所との交渉や、不動産物件探し、食糧支援、心の相談な

どをお受けしています。他団体や議員とも連携して動いたりしています。 

私自身は以前、NPO法人 TENOHASIで生活相談を担っていましたが、コロ 

代表：小林健一さん 

市民のための歴史研究会 
「市民のための歴史研究会」は設立から 15年以上経つグループ

です。毎月１回、定期的に活動を行なっており、今までに 180回以上開催し

ています。現在、メンバーは 11名です。活動はトインビー著「図説、歴史

の研究」の輪読から始まり、現在は 2年前から「中国の歴史」（岩波新書

1−5）を輪読中です。というのも全員が、「中国は今後どうなるのか」につ

いて関心があるからです（つまり決まったテーマがある訳でありません）。 

活動内容は通常の勉強会・輪読会とは違っていて、話し合いを中心に行なっ 

ています。歴史研究は過去に起きた事実を扱うが、実はそれは偶然起きた訳ではなく必然の結果

であり、「何故、起きたのか？」の因果関係がある社会科学です。真相は誰にも分からないので、

仮説を立て調べ結果について話し合って謎解きします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年度（令和 3年度） 町田ボラ連協 年間活動予定（後期） 

月 

ボ ラ 連 協  
  協力参加行事 

(町田市,社協, 

ボラセン等） 

会 議 等 

ボラ連協行事・発行物など 役員会 

(13:00～14:20) 

代表者会 

(14:30～16:00) 

10   １１日(月）   １１日（月） 
   「ボランティアの輪」 

     112 号発刊 
 

11   ８日(月）    ８日（月）     （秋季福祉バザーは中止）  

12   １３日(月）   １３日（月） 

 今年度のまちカフェ！は 

 11／27(土)～12／12(日) 

 オンラインとリアルで開催 

  まちカフェ！ 

1 
  １７日(月） 

 ９:30～10:30  

  １７日（月）   

  10:45～12:00 

  17日(月)新年交流会（予定）  

「ボランティアの輪」113号発刊 
 

2   １４日(月）   １４日(月)  
 14(月)14:30～16:00 研修講演会 

  「手話について学ぶ」 
 

3   １４日(月）   １４日(月） 今年度の振り返り・新年度計画  

（備考））予定されている会議、行事等については、コロナの影響により変更されることが 

        あります。 

    変更の場合は、遅滞なく代表者の方に連絡いたします。 

ボランティアのお問い合わせ、ご相談、何でもどうぞ 

 

町田ボランティア連絡協議会 

町田市原町田 4-9-8 

   町田市民フォーラム４階 

町田ボランティアセンター気付 

Tel ：042－725－4465         

Fax ：042－723－4281 

 

編集後記 

今号を編集している時、ちょうど緊急

事態宣言の解除となりました。ボラ連協

の会議でも、ワクチン接種の状況、心配

事など、新型コロナウイルス関連の話題

が必ずあがります。それぞれの団体の活

動内容は違いますが、いろんな視点から

の意見を伺い、これからも安全に活動を

続けていきたいと思います。（田中） 

 

ボラ連協の皆さまには、日頃から様々な 

ご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。

コロナ禍で思うようにボランティア活動が

できていない状況もあるかと思いますが、

お互いに知恵を出し合いながら、前向きに

進んでいきたいと思っています。今後とも

宜しくお願いいたします。 

（町田ボランティアセンター 

仲泊・和田・藤永） 

ボラセンからのご挨拶 


